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①要約： 

このアイデアは、Microsoft が開発したメールストレスチェックのシステムを通じて、従業

員の健康と福祉を向上させることを目指しています。メールの処理にかかる時間や心理的

プレッシャー、不安レベルなどを計測し、それに基づいてアラートやアドバイスを提供す

ることで、ストレスを軽減し、生産性を向上させることを目的としています。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、従業員の健康と福祉を保護し、ストレスによる病気や生産性の低

下を防ぐことです。特に大企業では、従業員の健康状態や福祉に投資することが成長の秘

訣とされており、その一環としてメールストレスの軽減を図ることが重要です。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、メール作成時の時間や生体情報に基づいて不安スコアを算出

し、それに基づいてアラートやアドバイスを提供する点にあります。また、言語処理AI を

使用してメール本文や顔画像から感情や不安レベルを判断し、それを総合的に評価するこ

とも新規性を持っています。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、Microsoft の発明となっており、他社にはない機能や手法を用い

ている点にあります。具体的には、ウェアラブルデバイスや言語処理AI を活用し、メール

処理におけるストレスの要因を把握し、それに基づいたアドバイスや改善策を提案してい

ます。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、従業員の健康と福祉を重視することにより、企業の経済価値向上に貢献

すると考えられます。従業員のストレスを軽減し、生産性を向上させることで、企業の業

績や成果物の品質向上が期待できます。また、従業員の満足度や健康状態の向上により、

離職率の低下や人材の確保といった経済的なメリットも期待できます。 


